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Q　&　A　コ　ー　ナ　ー

へ

　近年の一般ごみは大型家電、建築廃材など比較的大型なものが目立つ
ようになってきています。今回の四万十川一斉清掃でもこれらのものが
多く見られています。町では、関係者の協力により不法投棄の多い場所
には注意看板を設置していますが、まだまだ不法投棄は絶えません！！
　鮎の友釣り漁は、四万十川では５月 15 日に上流淡水漁協の管轄域を皮
切りに、順次解禁日を迎えます。今後は、日本全国から多くの釣りファンや観
光客が訪問される時期となりますので右のような看板が、四万十川の川沿いに
増えないように、川を大切に守る活動に対してこれからも皆さまのご協力をよ
ろしくお願いします。

※不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」違反となり、違反者には、
５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金、もしくはその両方が課せら
れます。
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本　庁

政策監 政策監まちづくり・文化的施設整備推進担当（政策監まちづくり・文化的施設整備推進担当兼企
画課まちづくり推進室長）大元学

総務課 主幹（町民課主幹）岡﨑純二　主任（新規採用）武知奈央子　主事（町民課主事）谷脇雪乃　財
政班主任（税務課主任）玉川貴大

危機管理課 副課長兼地域安全係長（大正地域振興局地域振興課総括主幹兼総務防災係長兼出納員）今井千津子

企画課
情報推進対策監兼広報情報係長（情報推進対策監）坂本仁　主任（税務課主任）小沢隆一郎　主事（新
規採用）久保田啓嗣　四万十川振興室長（農林水産課林業振興室長）津野史司　文化的施設整備
推進室主査（にぎわい創出課主査兼企画課文化的施設整備推進室主査）嶋岡茉美

人材育成推進センター 農村地域活性化複合施設所長兼次長（企画課四万十川振興室長）中井智之

税務課 税務係長（生涯学習課文化振興係長）片岡真由子　主査（建設課主査）宇都宮幸成　主査（総務
課財政班主査）中島強　主事（新規採用）芝音央

町民課 主査（総務課主査）沖野亜希　主事（新規採用）壬生智尋　主事（新規採用）浜窪のあ　主査（再
任用更新）中村裕子

健康福祉課 課長（国民健康保険大正診療所事務長兼国民健康保険十和診療所事務長）国澤豪人　管理栄養士（新
規採用）西村優紀　主事（新規採用）藤田和羽

高齢者支援課 主査（企画課まちづくり推進室主査）河原一郎　主事（新規採用）梶原真琴

地域包括支援センター 介護支援専門員（地域包括支援センター大正支所）石﨑梨加　地域包括支援センター大正支所介
護支援専門員（地域包括支援センター）岡村香織

農林水産課

副課長兼農業政策係長兼農地係長（副課長兼農業政策係長兼農業水産振興係長）高橋亮　副課長
兼農業担い手支援係長（建設課国土調査推進室長）山本英明　農業水産振興係長（主幹）伊藤悠人　
主査（地域包括支援センター主査兼高齢者支援課主査）才原美恵　主査（十和地域振興局地域振
興課主査兼出納員）岡本宰　主事（新規採用）山脇ひなの　林業振興室長（にぎわい創出課地場
産業推進係長）田中淳一郎　林業振興室主任（林業振興室主任兼町民課主任）山脇一志　林業振
興室主事（学校教育課主事）武田晶大

にぎわい創出課

副課長兼地場産業推進係長（副課長）佐竹仁美　主査（大正地域振興局地域振興課主査兼出納員）
宮本和也　主査（農林水産課主査）中村江里　主任（地産外商室主任）田村亮　主事（新規採用）
野田葵　地産外商室主査（一般財団法人高知県地産外商公社）三浦一平　地産外商室主査（総務
課主査）坂山祥枝

建設課
課長（副課長）下元敏博　副課長（大正地域振興局地域振興課総括主幹兼建設係長）吉村紀一郎　
技幹（環境水道課上下水道班技幹）下司康弘　主査（農林水産課主査）桑瀬正一　国土調査推進
室長（農林水産課農業担い手支援係長）中平英徳

環境水道課
副課長兼環境管理事務所長兼斎場所長（危機管理課副課長兼地域安全係長）戸田ゆかり　上下水
道班総括技幹（農林水産課総括主幹兼農地係長）宮地貴章　上下水道班主査（建設課主査）戸田
進太郎

会計管理室 主任兼出納員（総務課主任）福永真帆

議会事務局 事務局長兼監査委員事務局長（学校教育課長兼窪川学校給食センター所長兼大正学校給食センター
所長兼十和学校給食センター所長）岡英祐

〔令和５年４月１日付（　）内は旧〕

四万十町の人事異動

消防運搬車（小型ポンプなし）

　肺炎球菌による感染症は、高齢者の肺炎の原因で最も多く重症化しやすいといわれています。
　高齢者や慢性疾患をお持ちの人は、肺炎球菌による感染症を予防し重症化を防ぐため、予防接種を受けて免疫をつけること
をお勧めします。（ただし、すべての肺炎を予防できるわけではありません。）
  令和 5 年度の接種対象者　四万十町にお住まいの、下記の①または②に該当する人
※過去に高齢者肺炎球菌予防接種「ニューモバックス NP（23 価肺炎球菌ポリサッカライド）」を受けたことがある人は対象外です。
①令和５年度に下記の年齢となる人（※令和５年度のみ対象）

対象年齢 生年月日
65 歳 昭和 33 年４月２日～昭和 34 年４月１日生
70 歳 昭和 28 年４月２日～昭和 29 年４月１日生
75 歳 昭和 23 年４月２日～昭和 24 年４月１日生
80 歳 昭和 18 年４月２日～昭和 19 年４月１日生

② 接種時に 60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能で通常の日
常生活が困難な程度の障害を有すると医師が認めた者

  接種期間　令和６年３月 31 日まで
  接種料金　2,000 円
※生活保護受給者は、接種前に下記の各窓口で自己負担金免除証明書発行手続きを行い、医療機関に提出すれば自己負担金なしで接

種を受けられます。
  接種方法　県内の受託医療機関での個別接種（予診票が必要）
①６５歳となる方には予診票を送付済み
※ 70 歳以上の対象者で過去に高齢者肺炎球菌予防接種「ニューモバックス NP（23 価肺炎球菌ポリサッカライド）」を受けたことがな

く、接種を希望する人は、下記問い合わせ先にて予診票を交付（郵送可）します。
②の対象者で接種を希望する人は、下記までお問い合わせください。

対象年齢 生年月日
85 歳 昭和 13 年４月２日～昭和 14 年４月１日生
90 歳 昭和  ８年４月２日～昭和 ９年４月１日生
95 歳 昭和  ３年４月２日～昭和 ４年４月１日生

100 歳 大正 12 年４月２日～大正 13 年４月１日生

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種について

【お問い合わせ先】健康福祉課　

((

22-3115 　大正　町民生活課　

((

27-0112 　十和　町民生活課　

((

28-5112

※ 上記の年齢の方は、誕生日が来ていなくても、年度内（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）であれば接種可能です。
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保育所
見付保育所 保育士（東又保育所保育士）濱岡美晴　保育士（北ノ川保育所保育士）山本悠介

東又保育所 所長（認定こども園たのの総括主幹兼主任保育教諭）福留博子　保育士（新規採用）北村渚　主
幹兼調理師（興津保育所主幹兼調理師）宮崎早苗

興津保育所 主幹兼主任保育士（主幹兼保育士）澤村華奈　保育士（保育士兼窪川地域子育て支援センター保
育士）西岡遥香　主幹兼調理師（東又保育所主幹兼調理師）矢須光子

認定こども園
たのの

主幹兼主任保育教諭（興津保育所主幹兼主任保育士）武田典代　保育教諭（見付保育所保育士）
敷地那奈美

北ノ川保育所 保育士（昭和保育所保育士）田邊有彩

小鳩保育所 所長（東又保育所長）中越ゆき恵

昭和保育所 保育士（新規採用）松下阿久里

学校校務員
窪川小学校 主幹兼学校校務員（大正中学校主幹兼学校校務員）濵口美和

大正中学校 主幹兼学校校務員（窪川小学校主幹兼学校校務員）廣田広美

特別養護老人ホーム

窪川荘
看護職員（特別養護老人ホーム四万十荘看護職員）脇坂小百合　技幹兼介護職員（特別養護老人ホー
ム四万十荘技幹兼介護職員）近添壮　看護職員兼機能訓練指導員（看護職員）竹村和也　介護職
員（特別養護老人ホーム四万十荘介護職員）田邊陽子　介護職員（新規採用）今井健斗

四万十荘

看護職員（特別養護老人ホーム窪川荘看護職員兼機能訓練指導員）廣田眞紀　技幹兼介護職員（特
別養護老人ホーム窪川荘技幹兼介護職員）竹村桂子　技幹兼介護職員（特別養護老人ホーム窪川
荘技幹兼介護職員）窪田由貴　介護支援専門員兼介護職員（介護職員）谷幸樹　介護職員（新規
採用）山脇一真　主査 ( 再任用更新 ) 川村裕之

退　職 R ５. ３.31 付

長谷部卓也（議会事務局長兼監査委員事務局長）　西田尚子（農業委員会事務局長兼西部駐在所長）　竹内幸喜（建設課長）　
田邊真司（大正地域振興局副局長兼町民生活課長）　中平治子（小鳩保育所長）　味元加奈（企画課総括主幹兼広報情報係
長）　田辺俊輔（副課長兼社会教育係長兼社会体育係長兼少年補導センター次長兼図書館副館長兼美術館副館長）　小松真紀

（健康福祉課技幹兼保健師）　山口百華（会計管理室主任兼出納員）　佐々木啓人（にぎわい創出課主事）　津野牧子（認定
こども園たのの保育教諭）　森本多美香（国民健康保険十和診療所看護師）　野村和弘（健康福祉課主査（再任用））

学校教育課
課長兼窪川学校給食センター所長兼大正学校給食センター所長兼十和学校給食センター所長（健
康福祉課長）長森伸一　学校教育係長（農村地域活性化複合施設所長兼人材育成推進センター次長）
横山光一　主事（農林水産課主事）北村真那斗　主査 ( 再任用更新 ) 植村有三

生涯学習課
社会教育係長兼社会体育係長兼少年補導センター次長兼図書館副館長兼美術館副館長（農林水産
課林業振興室主幹）中村良輔　文化振興係長（学校教育課学校教育係長）宮本美智　主査（主査
兼企画課文化的施設整備推進室主査）冨永貴愛

農業委員会事務局 事務局長兼西部駐在所長（環境水道課副課長兼環境管理事務所長）清藤真希　〔兼〕西部駐在所主
査（大正地域振興局地域振興課主査兼町民課主査）坂東恭平

選挙管理委員会
事務部局 〔兼〕書記　岡﨑純二　〔兼〕書記　武知奈央子　〔兼〕書記　谷脇雪乃　〔書記解除〕沖野亜希

大正地域振興局

地域振興課

副課長兼四万十高校振興対策監（総括主幹兼企画産業係長）真城和也　総括主幹兼総務防災係長
兼出納員（大正地域振興局町民生活課総括主幹兼町民生活係長）國澤みやこ　企画産業係長（税
務課税務係長）森田工　建設係長（総務課主幹）義村貴明　主幹兼出納員（にぎわい創出課主幹
兼文化的施設整備推進室主幹）谷岡美希　主査（主査兼町民課主査）坂東恭平

町民生活課 副局長兼課長（大正地域振興局地域振興課副課長兼四万十高校振興対策監）林和利　主任兼出納
員（十和地域振興局町民生活課主任兼出納員）平野勝己

国民健康保険
大正診療所

所長（東京都立大塚病院）宗円幸子　副所長（国民健康保険梼原病院）徳橋理紗　事務長（十和
地域振興局町民生活課副課長兼町民生活係長）吉川耕司　理学療法士（国民健康保険十和診療所
理学療法士兼国民健康保険大正診療所理学療法士）長森誠二　看護師（新規採用）橋本美貴　技
査（再任用更新）伊藤浩史

選挙管理委員会
事務部局 〔兼〕書記　谷岡美希　〔書記解除〕真城和也　〔書記解除〕宮本和也

十和地域振興局

地域振興課 主査兼出納員（にぎわい創出課地産外商室主査）伊藤亜衣

町民生活課 副課長兼町民生活係長（税務課総括主幹）林誠　主査兼出納員（にぎわい創出課主査）久保渚

国民健康保険
十和診療所

〔兼〕事務長　吉川耕司（十和地域振興局町民生活課副課長兼町民生活係長）　理学療法士兼国民
健康保険大正診療所理学療法士（国民健康保険大正診療所理学療法士）大山雅司　主任看護師（国
民健康保険大正診療所主任看護師）田辺さゆり　看護師（新規採用）五十嵐葵

選挙管理委員会
事務部局 〔兼〕書記　伊藤亜衣　〔書記解除〕岡本宰

の人事異動四万十町

四万十町通信一令和５年５月号 四万十町通信一令和５年５月号11 10



四万十町通信一令和５年５月号 四万十町通信一令和５年５月号13 12



健 康 広 場健 康 広 場

医
　

５
月
に
入
り
、
新
緑
の
き
れ
い
な
頃
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
は
心
筋
症
の
お
は
な
し
を
い
た
し
ま
す
。

　
心
筋
症
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
拡
張
型
心
筋
症
、

肥
大
型
心
筋
症
の
お
は
な
し
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

拡
張
型
心
筋
症
と
は
、
高
血
圧
な
ど
が
原
因
で
心
臓
の
な
か
の
左
心
室
内
腔
が

拡
大
し
て
ゆ
き（
ち
ょ
う
ど
、風
船
を
膨
ら
ま
し
た
状
態
）心
臓
が
膨
れ
あ
が
り
ま
す
。

心
臓
が
パ
ン
パ
ン
に
膨
れ
て
い
る
の
で
、心
臓
の
筋
肉
が
収
縮
不
全
（
縮
ま
な
く
な
る
）

を
起
こ
し
、
心
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
う
し
て
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
の

役
割
を
果
た
さ
な
く
な
り
、心
不
全
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、息
切
れ
、動
悸
、

症
状
と
と
も
に
、
心
拡
大
、
肝
臓
腫
大
、
む
く
み
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
場

合
に
よ
って
は
、
心
不
全
、
不
整
脈
に
よ
って
、
突
然
死
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
肥
大
型
心
筋
症
は
、
遺
伝
的
な
要
素
や
、
後
天
的
病
気
が
原
因

で
心
臓
の
筋
肉
の
厚
さ
が
分
厚
く
な
り
ま
す
。
心
筋
が
肥
大
し
す
ぎ
る
と
血
液
の
流

れ
が
障
害
を
き
た
し
、
全
身
への
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
り
ま
す
。
心
臓
の
筋
肉
の

収
縮
は
よ
く
保
た
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
自
覚
症
状
が
少
な
い
で
す
。
労
作
時
の

息
切
れ
、
失
神
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
、
ま
た
、
不
整
脈
を
起
こ
し
、
突
然
死
の

原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
検
査
と
し
て
は
、
心
電
図
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
心
臓
の
状
態
、
大
き
さ
、
形
が

分
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
心
臓
の
超
音
波
検
査
（
心
エ
コ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。
心

エ
コ
ー
で
は
、
心
筋
の
厚
さ
、
左
心
室
の
拡
張
、
収
縮
の
状
態
、
血
流
の
状
態
な
ど
、

心
臓
の
機
能
が
分
か
り
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、一度
、検
査
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

近
隣
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所宗

円
幸
子
・
德
橋
理
紗
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

心
筋
症
の
お
は
な
し

拡
張
型
心
筋
症
っ
て
？

 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74
男性 女性 平均
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子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

胃
が
ん

大
腸
が
ん

肺
が
ん

四万十町通信一令和５年５月号 四万十町通信一令和５年５月号15 14



Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

5/13（土） 横山水道設備 ((

22-3608

5/14（日） 岩本商店 ((

22-2716

5/20（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

5/21（日） 宮脇水道 ((

22-1581

5/27（土） 高橋設備 ((

22-0662

5/28（日） 桑原水道 ((

22-1163

6/3（土） 横山水道設備 ((

22-3608

6/4（日） 岩本商店 ((

22-2716

6/10（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

6/11（日） 宮脇水道 ((

22-1581

5/14（日） くぼかわ病院 ((

22-1111

5/21（日） 大西病院 ((

22-1191

5/28（日）

くぼかわ病院 ((

22-11116/4（日）

6/11（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【窪川】 6/1（木） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

町民課((

22-3117

人権相談【大正】 6/1（木） 10:00～15:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正　町民生活課((

27-0112

人権相談【十和】 6/1（木） 10:00～15:00 コミュニティセンターとおわ 十和　町民生活課((

28-5112

１日行政相談【大正】 6/8（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正　地域振興課((

27-0111

１日行政相談【十和】 6/8（木） 13:00～15:00
十和地域振興局　２階
第２会議室

十和　地域振興課((

28-5111

１日行政相談【窪川】
6/13（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111
7/11（火） 10:00～15:00

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　


27-0111
十和 地域振興課　


28-5111大正 地域振興課　

((
27-0111

十和 地域振興課　

((

28-5111

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
に
つ
い
て

　

本
年
２
月
末
現
在
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は
、
全
国
平
均
が

74
・
８
％
、
四
万
十
町
は
全
国
１
，７
４
１

自
治
体
中
第
23
位
の
85
・
６
％
で
、
県
内

第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
本
町
で
は
、
１
月
末
に
未
申
請
者

へ
の
勧
奨
文
書
を
発
送
し
、
２
月
か
ら
は
申

請
・
受
取
り
・
交
付
手
続
き
の
休
日
対
応

な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
よ
り一層
の
カ
ー
ド
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
直
近
の
未
申

請
者
は
約
１
，８
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

政
府
は
、
本
年
１
月
27
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
法
上
の
分
類
を
５
月
８
日

か
ら
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５

類
」
に
引
き
下
げ
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
、
３
月
13

日
か
ら
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
個
人
の
判

断
に
委
ね
る
と
し
た
上
で
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
や
混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス
に
乗
る

際
な
ど
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
推
奨
す
る

な
ど
と
し
た
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
第

８
波
の
感
染
拡
大
は
、
県
内
で
は
１
月
上

旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
降
、
徐
々
に
感
染

者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
感
染
者
は
毎

日
確
認
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
て
い
る
方
も
確
認
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。

　
感
染
者
が
増
加
す
れ
ば
医
療
全
体
へ
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
今

後
も
症
状
が
あ
る
方
や
感
染
者
本
人
、
同

居
す
る
家
族
に
感
染
者
が
い
る
方
は
、
周
囲

に
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
、
外
出
を
控
え
、

通
院
な
ど
で
や
む
を
え
ず
外
出
す
る
場
合
は

人
混
み
を
避
け
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う

求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
、
２
回
目
接

種
を
完
了
し
た
12
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

現
在
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
月
末
時
点
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
済
者
は
、
７
，４
６
１
人
で
接

種
率
は
、
51
・
８
％
、
感
染
に
よ
り
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る
65
歳
以
上
の
方

の
接
種
率
は
、
67
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
接
種
を
開
始
し
た

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種
者
は
61
人
で
、
12
月
か
ら
接

種
を
開
始
し
た
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で

の
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン
は
、
５
人
の
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
と
同
様
に
無

償
で
接
種
を
進
め
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
医
療
機
関
に
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
本
年
同
様
の
接
種
体
制

を
維
持
し
、
４
月
以
降
も
対
象
者
へ
の
接
種

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
急
き
ょ
大
会
の
中
止
が
決

定
さ
れ
た
四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
日
本
国
内
に
お
い
て
感
染
拡

大
が
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
た
め
、
十
分

な
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、
本
年
３

月
26
日
に
第
15
回
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
参
加
者
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
１
，０
１
２
人
の
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
申
込
み
い
た
だ
き
、
当
日
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
大
会
実
行
委
員
会
で
は
、

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

協
議
し
、
開
催
日
ま
で
に
感
染
者
数
が
大

幅
に
増
加
す
る
な
ど
開
催
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
は
、
中
止
と
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
感
染
予
防
に
配
慮
し
た
応
援
な

ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
３
月

令
和
５
年
３
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会
行
政
報
告

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会
行
政
報
告

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期

令和４年度　防安金　第６－００８－１号 
町道四手崎線　道路改良工事 昭和 ㈱北幡建設 39,600,000 ３/ ９ 3/16 ～ 3/31

令和４年度　防安金　第６－０１６－３号 
町道戸川日吉線　道路改良工事 戸川 大東建設㈱ 15,840,000 ３/ ９ 3/16 ～ 3/31

令和４年度　防安金　第６－０１５－２号 
町道宮ノ越線　道路改良工事 仕出原 ㈲三浦建設 45,760,000 ３/ ９ 3/16 ～ 3/31

令和４年度　入　札　結　果　（令和５年３月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税および地方消費税込みの金額。
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Information Information

会社を辞めた時は国民年金への
加入手続きが必要です

名称変更のお知らせ

お知らせ

お知らせ

　一般社団法人高知県移住促進・人材確保センターは、
令和 5 年 4 月 1 日に名称を高知県 UI ターンサポートセ
ンターに変更しました。
　高知県の U ターンについてはこちらにご相談くださ
い。当センターでは仕事探しなど、U ターンに向けたトー
タルサポートを行っています。
　「いま高知への U ターンを検討している」・「いつかは
高知に帰りたい」とお考えのご家族・ご友人がいらっしゃ
いましたら、ぜひ当センターをご案内ください。
■お問い合わせ先

一般社団法人高知県ＵＩターンサポートセンター
高知市本町 4 丁目１-32 こうち勤労センター５F

((

088-855-6648
E-mail：office@iju-jinzai.kochi.jp

▼

イベント 図書館見学、受付しています

　四万十町立図書館では施設や利用方法などについてご
案内する図書館見学を受付しています。

●図書館見学内容の一例●
「図書館の利用のしかた」「図書館の本の並び方、分類の
はなし」「館内見学」など。

　ご希望に応じて、子ども向けや大人向けなど年齢に合
わせた内容や、絵本のおはなし会と組み合わせて行うこ
ともできます。お気軽にお問い合わせください。
■お問い合わせ先

四万十町立図書館　本館　

((

22-5000
　　　　　　　大正分館　

((

27-1194

　会社を退職された時は、厚生年金から国民年金への切
替え手続きが必要です。
　手続きをお忘れのままですと、その期間が未納となり、
もしもの時に障がい年金や遺族年金がもらえないなどの
不利益が生じます。
・退職した日がわかる書類
・本人確認書類　
をお持ちのうえ、お早めの手続きをお願いします。
■お問い合わせ先
　町民課	

((

22-3117
　大正　町民生活課	

((

27-0112
　十和　町民生活課	

((

28-5112

【出張年金相談所開設について】
　本年度は、6 月 7 日（水）と 12 月 6 日（水）に出張
年金相談所が開設されます。相談を希望される方は、事
前に高知西年金事務所へ予約をお願いします。
■お問い合わせ先
　高知西年金事務所

((

０88-875-1717

所得証明の発行開始時期お知らせ

　令和 5 年度所得証明（令和 4 年中所得）の発行開始は、
下記のとおりです。

▼給与特別徴収の方　　5 月 11 日（木）から

▼普通徴収・年金特徴の方　6 月 13 日（火）から
■お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116

児童医療費受給者証の送付に
ついてお知らせ

　健康保険に加入している０歳から 18 歳のお子さんが
病気などで医療機関など受診したときに、保険診療およ
び入院時食事療養費の自己負担額を助成します。
　令和５年４月から対象者が 18 歳まで拡充したことに
伴い、小学生以上の対象の方へは、ラミネートした受給
者証を郵送しております。
　お手元に届いていない方、お問い合わせなどございま
したら、町民課までご連絡ください。
■お問い合わせ先　町民課　

((

22-3117

５月は赤十字運動月間です

　 日本赤十字社高知県支部は、災害発生時の医療救護活
動のほか、平時には命を救う救急法の普及などの人道的
活動に取り組んでいます。
 これらの活動は、国や県からの公的資金によらず皆さまか
らお寄せいただく活動資金によって支えられています。
 本年も、「災害からいのちを守る赤十字」の活動にご理解
いただくとともに、赤十字活動資金へのご協力をお願いい
たします。
■お問い合わせ先
　日赤高知県支部高幡地区四万十町分区　
　健康福祉課　

((

２２-3115

お知らせ

軽自動車税の減免についてお知らせ

　障がい者手帳や療育手帳などをお持ちの方で、一定の
要件を満たす場合は、軽自動車税の減免を受けることが
できます。なお、この減免は、普通車を含めて１人１台
に限ります。

▼申請に必要なもの
●自動車検査証（車検証）
●運転免許証
●身体障がい者手帳など
●マイナンバーが確認できるもの　

▼継続して減免を受ける方へ
昨年度、減免を受けられた方についても、毎年申請が
必要です。申請書を送付しますので、納期限までに申
請書類の提出をお願いします。

▼減免申請期限（納期限）５月 31 日（水）
■お問い合わせ先　税務課　

((

22-3116

『第３次四万十町男女共同参画計
画』推進委員会委員公募障害者計画等の策定委員公募

二十歳の集い ( 旧成人式 )
実行委員募集

町営住宅入居者募集

　町では『第３次四万十町男女共同参画計画』の策定・
推進に携わっていただく委員を公募します。

▼任期　２年（令和５年８月から令和７年７月まで）

▼募集人員　若干名

▼応募資格　町内在住の 18 歳以上の方

▼応募方法　
応募用紙に必要事項を記入のうえ、町民課までご提
出ください。
※応募用紙は、町民課および大正・十和地域振興局

町民生活課にあります。また、町ホームページで
もダウンロードできます。

▼応募締切　６月 16 日（金）17:00 必着
■提出・お問い合わせ先　　町民課　

((

22-3117

　町の障害者施策の方向性や障害福祉サービスの確保
などに関する「四万十町第 4 期障害者計画 第７期障害
福祉計画及び第 3 期障害児福祉計画」の策定に携わっ
ていただく委員を公募します。

▼内容
策定委員会（任期中、平日昼間３回程度開催）への
出席、計画について審議

▼応募資格
　四万十町内に住民登録のある満 20 歳以上の方

▼募集人員　若干名

▼任期
令和 5 年６月から計画策定が完了する（令和６年３
月末ごろ）まで

▼応募方法
応募の動機と「地域共生社会の実現に向けた仕組みづ
くり」をテーマに記述したもの（任意様式）に、住所、
氏名、年齢、職業、連絡先の電話番号を記入し、持
参または郵送、ファックス、Ｅメールで提出してく
ださい。

▼選考方法
障害者計画等策定委員会公募委員選考基準により選
考します。

▼選考結果　ご本人に結果のみ連絡します。

▼応募締切　5 月 31 日（水）17:00 必着
■提出・お問い合わせ先

健康福祉課　

((

22-3115　FAX22-3725
〒 786-8501 四万十町琴平町 16 番 17 号
E-mail: 106020@town.shimanto.lg.jp

　令和６年１月２日に窪川四万十会館で開催を予定し
ている二十歳の集いの実行委員を募集します。開催内
容の検討会議や式典当日の運営を行います。
　一生に一度の二十歳の集いを自分たちの手で盛り上
げましょう。

▼内容　式典の企画、立案、準備、当日進行など

▼募集人員　６名程度	

▼応募締切　６月 15 日（木）
■申込・お問い合わせ先　生涯学習課　

((

22-3576

▼募集戸数　３戸

▼募集住宅
大正城山ハイツ（公営）・大井川団地（公営）・大正
城山ハイツ（ふるさと）

▼申込受付期限　5 月 31 日（水）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・納付状況調査同意書・
所得を証明する書類など

▼その他
①申し込みは１回の募集において１世帯につき１通

に限ります。
②入居資格、申し込み方法などについては建設課ま

でお問い合わせください。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、興津出張所

■お問い合わせ先　建設課　

((

22-3120

募  集募  集

募  集

募  集

Event
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和４年度教育委員会表彰授与式
素晴らしい功績を讃え表彰されました令

　四万十町教育委員会では１年間で教育・学術・文化・
技芸・スポーツなどの振興発展に貢献し、その功績が
他の模範として推奨できる学校や団体、または個人を
表彰します。
　令和４年度は、２団体および個人７名が受賞しまし
た。なお、式典は３月 22 日に四万十町役場で行われ、
受賞者の方には表彰状と記念品の楯

たて
が贈られました。

　受賞者の皆さま、おめでとうございます。

◆受賞者一覧 ( 敬称略 )
団　体

●奨励賞
七里小学校
　高知県立牧野植物園
　「第 3 回　植物図コンクール」　学校賞
●功績賞
FAIRY　PITTA　JAZZ　ORCHESTRA
（四万十高・大正中）
　第 37 回ジャパンスチューデントジャズフェスティバル
　2022　優秀賞

個　人
●奨励賞
山脇　考大郎 ( 七里小 )
　令和４年度高知環境絵日記　循環型社会づくり賞
●功績賞
谷脇　慈久 ( 窪川中 )
　第 60 回四国中学校総合体育大会　男子三段跳
　第 2 位　他
山下　航介 ( 窪川中 )
　第 68 回全日本中学校通信陸上競技大会
　男子 400ｍ　第 1 位　他
竹添　桃 ( 興津小 )
　第 22 回「森や自然についての子ども達の作文コン
クール」　山の大賞 ( 最優秀賞 )
山﨑　楓 ( 興津小 )
　第 31 回大原富枝賞小学生の部　最優秀賞
橋本　統 ( 興津小 )
　第 72 回全国小・中学校作文コンクール
　都道府県審査　最優秀賞　他
市川　卓弥 ( 窪川高校 )
　第 67 回高校美術展　特別賞

ども会新人ソフトボール大会開催
県 内 か ら ５ チ ー ム が 参 加子

　３月 19 日、窪川運動場多目的広場で四万十町子ど
も会新人ソフトボール大会が開催されました。この大
会は５年生以下の編成による新人戦で、今回は県内か
ら５チームが参加しました。
　その中で田野々スポーツ少年団が優勝、十川スポー
ツ少年団が第３位に入賞しました。

試合結果

	 優　勝　田野々スポーツ少年団
	 準優勝　池川子ども会
	 第３位　十川スポーツ少年団

▼優勝　田野々スポーツ少年団

▼３位　十川スポーツ少年団

万 十 川 桜 マ ラソン 大 会
全国のランナーが桜の中を駆け抜けました

万十町少年剣道大会開催
練習の成果を発揮し好成績を収めました 四四

　３月 26 日、「第 15 回四万十川桜マラソン大会」が
開催されました。今大会は、1,012 人の申し込みがあ
り、４年ぶりに全国からランナーを迎え、大会当日は
854 人が出走しました。
　昨年から、コース内の桜の剪定作業を行い、きれい
になった桜並木や四万十川の雄大な自然風景を間近で
感じてもらい、心のこもった沿道の応援などを通じてラ
ンナーに歓迎の心でおもてなしすることができました。
　また、ゴール会場では四万十町婦人会の皆さんが早
朝から各支部で作っていただいたおもてなし弁当を、ラ
ンナーに配布していただきました。
　ご協力いただいたボランティアサポーターの皆さま、
関係企業の皆さま、ありがとうございました。

　３月５日、四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋センターにて「第
31 回 B&G 財団会長杯四万十町少年剣道大会」が開催
されました。
　昨年は未開催でしたが、今年は９団体から 64 人の
参加がありました。個人戦では、地元の窪川少年剣道
クラブの選手が入賞するなど日頃の練習の成果を発揮
できた大会となりました。

四万十町の選手結果
　●小学１・２年生の部
　　優勝　　宮﨑　直己　　（窪川少年剣道クラブ）
　　第３位　土居　以知　　（　　　　〃　　　　）
　●小学３・４年生の部
　　準優勝　土居　祿　　　（窪川少年剣道クラブ）
　　第３位　住吉　紗由紀　（　　　　〃　　　　）

生き物を飼う責任を持ち適切に飼いましょう。
災害時にペットと避難するためにも普段から準備をしましょう。キャリーバッ
グに入るのを嫌がらないように慣らす、ペットフードや飲み水の備蓄、トイレ
シートやオムツの準備、必要な物をそろえておきましょう。
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今
月
の

Topics & Report

地
域
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
た
い
！

　

4
月
か
ら
四
万
十
町
観
光
協
会
事
務
局

長
に
着
任
さ
れ
た
北
村
光
司
さ
ん
。
北
村

さ
ん
は
島
根
県
松
江
市
の
ご
出
身
。
地
元

の
高
校
を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
へ
。
大

学
卒
業
後
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。　

　

世
の
中
は
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、
忙
し
い

毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
実
家

の
お
父
様
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
こ
と
で

１
９
９
６
年
4
月
に
帰
郷
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
の

一
員
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
島
根

県
内
に
大
会
・
会
議
な
ど
を
誘
致
す
る
組

織
で
す
。
ま
た
、会
議
（
例
え
ば
学
会
な
ど
）

や
商
談
会
・
展
示
会
な
ど
を
行
う
山
陰
地
方

最
大
の
複
合
施
設
で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
く
に
び
き
メ
ッ
セ
：
島
根
県

立
産
業
交
流
会
館
）
の
管
理
運
営
も
行
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
そ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
人
を

呼
び
込
む
こ
と
の
面
白
さ
に
引
き
寄
せ
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
北
村
さ
ん
。

　

２
０
１
８
年
ま
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
後
、

２
０
１
９
年
か
ら
語
学
留
学
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
。
さ
ら
に
帰
国
後
は
京
都
大
学
大
学

院
へ
入
学
。
大
学
院
で
の
2
年
間
は
観
光

経
営
科
学
を
学
び
ま
し
た
。
観
光
経
営
科

学
と
は
、
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
「
日
本

が
観
光
立
国
を
進
め
る
上
で
の
、
観
光
の

地
域
と
産
業
を
活
性
化
す
る
経
営
学
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
大
学
院
で
は
数
あ
る
履
修
科
目
の

う
ち
、
２
科
目
は
英
語
で
の
授
業
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
授
業
が
わ
か
る
く
ら
い
の
英
語

力
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
し
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
の
語
学
留
学
は
そ
れ
が
理
由
だ
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

卒
業
後
、
大
学
院
で
の
学
び
を
生
か
し

て
、
２
０
２
１
年
に
会
社
を
設
立
。
そ
し

て
こ
の
度
の
、
四
万
十
町
観
光
協
会
事
務

局
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
「
学
問
と
し
て
の
観

光
」
と
「
人
を
呼
び
込
む
職
業
と
し
て
の

経
験
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
専
門
家
の
北
村

さ
ん
い
わ
く
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
観
光
っ

て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
は
同
じ
。
四
万
十
町
で
も
、
こ
の

地
域
が
活
性
化
し
て
、
そ
し
て
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
そ
ん
な
北
村
さ
ん
は
、
と
っ
て
も
気
さ
く

で
「
人
を
呼
び
こ
む
笑
い
顔
」
の
持
ち
主
！

物
腰
も
と
っ
て
も
柔
ら
か
く
て
、
お
話
し

し
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
こ
ち
ら

も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま
し
た
！！ 

▲４月 23 日のリバーフェスタで早速大活躍！！

北
き た む ら

村  光
こ う じ

司 さん

ルマのリサイクル作品コンクール表彰式
マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー も お 祝 い に

災拠点の設置などに係る調印
式および配備機材お披露目式
B&G 財団×四万十町　災害協定を締結

万十川一斉清掃を行いました
お 礼 と 回 収 結 果 に つ い て

入学児童へ交通安全物品を配布
登 下 校 中 の 交 通 安 全 を 呼 び か け る

ク

防

四

新 　4 月 4 日、北ノ川小学校で令和 4 年度に５・６年生
だった児童が受賞した「第 6 回クルマのリサイクル作
品コンクール」の団体特別賞の表彰式が行われました。　
　優秀賞には、宮﨑夢花さんと佐々木菜帆さんが選出
され、このコンクールを主催した公益財団法人自動車
リサイクルセンターのマスコットキャラクターである
自動車リサイクル博士もお祝いに駆け付けました。
　児童たちは、このコンクールを通して資源や環境の
大切さを学びました。

　「防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築事
業」に係わる協定書調印式および配備機材のお披露目
式が 4 月 13 日、茂串ポンプ場防災倉庫にて行われ、
中尾町長や B&G 財団の菅原理事長らが出席し、協定書
に調印しました。協定には、南海トラフ地震などの大規
模災害に備えて、災害時に使用する機材の配備費用や
防災力の向上に向けた人材育成費用を、当財団が支援
することなどが盛り込まれており、高知県内の自治体で
は四万十町が初めての協定締結となります。
　なお、調印式後に行われた配備機材のお披露目式で
は、荷台を後方にスライドさせて小型重機などを運搬で
きる「スライドダンプ」や災害現場で土砂の撤去作業を
行う油圧ショベルなどを、当事業のオペレーター研修を
受講した町職員が実際に操作し、披露しました。

　四万十町では、４月 16 日に四万十川一斉清掃を、約
1,675 人の地域の方々や町内事業者のご協力により、
実施することができました。また、ゴミの収集運搬では、
町内建設業者からダンプと運転手の派遣協力をいただ
きました。その結果、今年度の一斉清掃で回収したゴ
ミの総量は、5,540㎏となりました。早朝からご参加い
ただきました皆さまありがとうございました。

企画課四万十川振興室　

((

22-3124

　4 月 3 日に窪川警察署および四万十町地域安全協議
会から町内の小学校に対して「反射材付手提げ袋」の
贈呈が行われました。窪川警察署刑事生活安全課の山
﨑課長から四万十町の各小学校長に手渡され、町内す
べての小学校 1 年生 96 人に「反射材付手提げ袋」を
配布して登下校中の交通安全を呼びかけました。
　児童の皆さんが登下校時、車の運転手に自分の存在
を知らせる有効的なものとなっており、交通安全への意
識の向上と事故防止活動の一環として、窪川警察署お
よび四万十町地域安全協議会では新 1 年生が安全に登
校できるように毎年交通安全グッズを管内小学校に配布
しています。

窪川警察署・四万十町地域安全協議会　

((

22-0110
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道
３
８
１
号
か
ら
左
眼
下
に
茅
吹
手

沈
下
橋
（
新
谷
橋
）
を
望
む
。
沈
下

橋
へ
と
下
り
て
い
く
道
付
近
か
ら
が
津
賀
地

区
と
な
る
。
右
の
旧
道
へ
入
る
所
に
地
区
の

境
を
示
す
お
札
が
立
っ
て
い
る
。
国
道
の
下

り
坂
を
下
り
き
っ
た
所
の
短
い
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
る
と
集
落
が
現
れ
、
集
落
の
終
わ
り
の

右
手
に
産
土
神
で
あ
る
河
内
神
社
。
そ
し
て

四
国
電
力
の
発
電
所
。
さ
ら
に
し
ば
ら
く
行

く
と
北
の
川
に
出
る
。
こ
こ
に
消
防
署
が
あ

る
。
こ
の
消
防
署
ま
で
が
津
賀
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
津
賀
と
い
う
と
「
国
道
の
両
脇
に

ま
と
ま
っ
て
い
る
小
さ
な
地
区
」
と
思
い
込

み
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
意
外
と
広
い
。
集

落
背
後
（
東
方
）
の
山
の
向
こ
う
は
奥
行
き

が
あ
っ
て
、
大
正
地
区
の
木
屋
ヶ
内
や
西
の

川
と
接
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
ち
ら
へ
抜
け

る
道
は
な
い
。

　

隣
の
茅
吹
手
地
区
と
同
じ
く
、
津
賀
地
区

も
昔
か
ら
火
振
り
漁
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

今
は
火
振
り
漁
を
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
た

ら
し
い
。
た
だ
、
こ
の
エ
リ
ア
は
、
専
門
誌

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
、
友
掛
け
（
友
釣
り
）
の
絶
好
の
ポ
イ
ン

ト
で
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
れ
ば
多
く
の
太
公
望

た
ち
が
や
っ
て
く
る
。

　

田
畑
に
す
る
平
地
が
少
な
い
地
形
ゆ
え
、

津
賀
の
人
々
も
ま
た
山
の
仕
事
で
生
き
て
き

た
。
地
区
に
住
む
80
歳
を
越
え
る
ご
婦
人
は

「
20
歳
で
こ
こ
に
お
嫁
に
来
て
か
ら
、
私
も
北

の
川
の
奥
の
山
ま
で
自
転
車
で
行
っ
て
、
伐

採
か
ら
苗
木
の
植
え
付
け
ま
で
や
っ
て
い
た
。

食
べ
て
い
く
の
に
一
生
懸
命
で
、臨
月
に
な
っ

て
も
行
き
よ
っ
て
、
さ
す
が
に
営
林
署
の
人

に
心
配
さ
れ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

さ
て
、
江
戸
期
の
記
録
に
「
家
数
十
二
」

と
あ
る
。
現
在
も
10
世
帯
ほ
ど
の
集
落
で
あ

る
が
、
地
区
史
上
最
も
世
帯
数
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
時
代
が
あ
る
。

そ
の
時
代
は
40
世
帯
は
あ
っ
た
と
い
う
。
大

正
時
代
か
ら
建
設
が
始
ま
っ
た
津
賀
発
電
所

は
、
戦
前
に
運
用
は
始
ま
っ
た
も
の
の
、
一

時
中
断
を
経
て
、
戦
後
の
昭
和
26
年
に
な
っ

て
本
格
稼
動
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
津
賀

地
区
で
は
四
国
電
力
の
社
員
住
宅
が
建
設
が

進
ん
だ
。
国
道
の
南
側
に
ビ
ッ
シ
リ
と
並
ん

で
い
た
と
い
う
。
発
電
所
の
敷
地
内
に
は
独

身
寮
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
設
備
修
理
を

担
う
工
場
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
四
国
電
力
の

施
設
の
中
に
は
、
な
ん
と
理
髪
店
が
あ
っ
た

と
い
う
の
だ
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
理
髪
店

用
の
椅
子
や
各
種
道
具
類
が
完
備
さ
れ
た
だ

け
の
、
い
わ
ば
「
セ
ッ
ト
」
で
、
理
髪
師
は

定
期
的
に
出
張
し
て
く
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
た
。

　

40
世
帯
あ
れ
ば
、
子
ど
も
の
数
も
そ
れ
な

り
に
い
た
の
で
、そ
れ
は
そ
れ
は
賑
や
か
だ
っ

た
そ
う
だ
。
旧
暦
4
月
の
「
地
蔵
ま
つ
り
」

の
時
な
ど
は
、
河
原
に
集
ま
り
、
相
撲
を
と
っ

た
り
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
、
ま
た

お
菓
子
や
お
餅
を
配
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も

達
の
み
な
ら
ず
、
住
民
を
あ
げ
て
楽
し
ん
だ
。

　

し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
に
入
り
、
発
電

所
の
様
々
な
管
理
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が

窪
川
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、

社
員
た
ち
家
族
も
こ
の
地
か
ら
離
れ
、
社
宅

も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て

津
賀
の
集
落
は
、
元
の
10
世
帯
ほ
ど
の
小
さ

な
集
落
に
戻
っ
た
の
だ
と
い
う
。
当
時
を
知

る
方
が
、
遠
く
に
見
え
る
河
原
を
指
差
し
な

が
ら
「
あ
の
辺
り
で
宝
探
し
を
や
っ
た
が
よ
」

と
懐
か
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
た
。

国

集落の境に建てられたお札。

四万十町　町内ぶら～り散策

津
つ

　賀
が

窪川地域  11,093人　大正地域  2,151人　十和地域  2,358人

町のうごき

（３月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,473 -39 男 2 15 54 80
女 8,129 -45 女 4 13 47 83
計 15,602 -84 計 6 28 101 163
世帯数 8,121 ８ （３月中の届出）
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R381

土佐大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川


